
 

 

       事務局連絡 (令和 4 年 4 月 25 日配信) 

 

 

4 月 24 日(日)に令和 4 年度の総会が、代議員

27 名出席・71 名の委任状で成立し、開催しま

した。福腎協役員と新役員候補が 23 名、総勢

50 名の参加者でした。コロナ禍で 2 年ぶりの

開催となりました。以下簡単に報告いたします。 

 

●総会における両会長の挨拶 

令和 3 年 3 月の全腎協理事改選に伴い、森満会長は、全腎協立て直

しを目的に、全腎協理事候補に福腎協から推薦しました。その結果

令和 3 年 6 月に全腎協理事に就任となりました。 

福腎協会長と全腎協理事の兼任は難しい状況のなか、1 年近く頑張

ってもらいましたが、令和 4 年度・5 年度の福腎協会長には新しく

松永榮一氏（74 歳・透析歴 6 年）が選考され、今年度の総会にお

いて承認されました。そのほかの役員も承認されました。なお福岡・

糸島ブロック長の候補者は腎友会を退会されたとの報告を受け、急



遽検討した結果、伊藤ユカさん（福岡腎臓内科クリニック幹事）が選

考され、承認されました。議案書の訂正をお願いします。 

 

 

 

 

 

🔶森満 8 代会長は、活動報告の冒頭で次のように述べました。 

「昨年 6 月全腎協理事に就任しました。全腎協は今年発足から 50

周年を迎えました。50 周年の節目に当たり運営の在り方について

役員を一新するとともに定款や規程などを 

見直しています。」 

 

🔶松永 9 代会長は、令和 4 年度の活動方針提案の冒頭において 

            以下のような所信表明をしました。 

「皆様方も透析になられた時は、私と同じ 

ように悩んで、家族も悩んでとそういう気

持ちであったのだと思います。会長を引き受けた大きな要因は、昔

 

 

 



から透析とかかわりがあったので、お役にたてるなら引き受けよう

というのが最大の要因です。 

令和 4 年度の活動方針は、すべてが会員のための活動です。そして

過去 6,000 人近くいた会員が、今は 3,500 人位になっていますの

で、会員拡大に力をいれる年となります。「仲間を思いやる声かけ」

が会員を増やす要因になるのではないかと思います。新しい会長で

不慣れでございますけれども、いろんな形で助言を頂き、助けてい

ただきたいと思って、ご挨拶に代えさせて頂きます」 

 

 

●総会における意見や質問 

議事は滞りなく進行しました、活動報告で I 代議

員が質問し、新役員提案で S 代議員が意見を述

べました。 
 

質問 ：久留米大 I 代議員 

この組織強化の取り組みについて具体的にどんなことをやったか聞

いて自分のところの参考にしたい。新規の方に資料を配ってもそれ

で終わってしまうんです。もし、増えた病院の幹事さん、会長さんが

どんなことをしたのか具体的なことがあれば教えて下さい。 



 

返答 ：腎内科 I 代議員 新しく入られた時に資料をお渡しして、

そのときに活動内容を説明させていただいています。そのほかに更

衣室で雑談の中で私たちはこういう活動をしているんですよ、こう

いう会合がありましたとお話して、日々の会話が一番大切なんじゃ

ないかなと思っています。 

 

返答 ：U 副会長 一番大きいのは直接お話するということなんで

すが、今コロナ禍で中々直接話す事ができない腎友会も多いと思い

ます。次に大きいのは病院の協力体制ですね。新しい患者さんが入

ったよとかそういうお話があれば、直接話ができる。病院からそう

いう会がありますよと話していただければこちらが話をする中でも

聞く耳を持っていただけるというようなことがあります。 

令和 4 年度の活動方針にもありますけれど、各病院腎友会を訪問し

たいなという考えを持っております。病院施設と患者会との関係を

もう少し密になるようにお願いし、新しい患者さんが入られた時の

対応が出来ればと思います。コロナ禍で難しいこともあるかと思い

ますけれども、できましたら各曜日に役員さんを配置して頂けると

その曜日・曜日で新しく入られた患者さんに対して声掛けを何回か



続けていただけると興味を持っていただけるかなと思っております。

一回話したら目も合わせてくれないという話も聞きますが、そこは

根気強く、少しずつでも話をされていくというのが病院腎友会では

一番大事だと思います。 

 

返答： N 副会長 先週発送した会報誌「ふくじんきょう」300 号

のなかに腎友会だよりというのを載せています。今回は八女公立病

院の腎友会のインタビューが載っておりますけれど、ぜひ参考にさ

れてください。 

女性の会員たちが力を合わせて声かけをした結果、女性の入会者が

100％となったという報告を昨日もらいました。それに合せて男性も

頑張りますと連絡が来ております。一つのご参考にしてもらおうと

思ってご報告いたします。 

 

意見 ：高木 S 代議員 

役員さんがいる腎友会で、カンパの額が少ないような感じがします。

私たち会員は一生懸命やっているから、皆さんもそういう気持ちで

一生懸命やってください。（注）報告書配布後にカンパ金は入りました。 

病院には会長が来てもらえるよう、私たちも努力はしますから県の



組織でがんばって下さい。よろしくお願いします。」 

 

回答：U 副会長 ご意見ありがとうございました。非常によく解り

ます。先ほど言われました病院への訪問についても出来る限り時間

を作っておこなっていきたいと思いますので、ご協力をよろしくお

願い致します。 

新しく指名された役員一同非常に福腎協の事を大事に思っておりま

す。今後どうやったら新しい会員さんが増えてくるか、幹事さんと

の意思疎通を繋げていけるかというのを三役会議、役員会などを通

じて話し合っていきたいと思っておりますので、今後のご協力をよ

ろしくお願いします。 

 

●今後のスケジュール 

5.8 第 1 回役員会（ふくふくプラザ）10：00~ 

三役会議ならびに北九州地区学習会のシュミレーシ 

ョン（ふくふくプラザ）13：00~ 

5.18 福岡県難病相談支援センターピアサロン担当（中島） 

6.5 北九州地区学習会(ウエルとばた)10：00~ 



  「医療費助成制度と年金を学ぼう」講師：中島事務局長 

6.12 福岡・糸島ブロック全体会議（ふくふくプラザ） 

6 月から 市町村陳情開始（各ブロックで日時が異なる） 

7.24 福岡地区学習会（ふくふくプラザ）10：00~ 

  「大動脈弁狭窄症とは」小倉記念病院：白井先生 

8.7 第 2 回役員会（ふくふくプラザ）10：00~ 

8.21 第 1 回幹事会（全体会議・ふくふくプラザ）10：00~ 

 

 


